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◆MI治療の概念が浸透しただけでなく，製品の物性の向上によって適応
症が拡大したことにより，コンポジットレジン修復を行う頻度はいっそう
増加しています．一方，市場には多くの製品が次々に登場していることか
ら，製品選択だけでなく，それらを使用する際のポイントをしっかりと押
さえておく必要があります．
◆本別冊では，まずコンポジットレジン修復の基本となる接着システムに
ついて整理するとともに，基本ステップで押さえるべき臨床のポイントを
解説しています．そして，エキスパートとされる臨床家がどのように症例を
捉え，修復を行っていくかをビジュアルに詳説いたしました．さらに，
Q&Aではコンポジットレジン修復においてよく聞かれる疑問を取り上げ，
簡潔にわかりやすく答えていただきました．
◆コンポジットレジン修復の症例集であるとともに，本修復を行うにあ
たってのバイブルであり，さらにはレシピ集ともいえる一冊です．
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コンポジットレジン修復のバイブル
日々発展し続けるコンポジットレジン修復の
“最新の知識とテクニック”がここに
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オールセラミック修復成功するためのストラテジー
基礎と臨床応用
岡村光信・坪田有史・伴　清治・宮崎真至　編著
オールセラミック修復を成功に導く指針がここに──
本書では，各分野を代表する執筆陣が，オールセラミック修復に必要な形成，印象，接着などの基礎的な知識
から，マテリアル選択，補綴設計などの臨床応用まで最新情報を整理し，ビジュアルに解説しました．

■A4判変型／160頁／オールカラー　■定価（本体10,000円＋税）ISBN978-4-263-46118-1

Chapter Ⅰ  歯質接着のベーシックトレンド
─失敗しない接着システムの臨床応用のために

Chapter Ⅱ  できていますか？ 基本ステップ
 1　齲蝕病巣の除去と窩洞形成の留意点  
 2　歯肉排除の利点をもたらす器材   
 3　ラバーダム法の重要性   
 4　前歯部におけるマトリックスシステムの応用  
 5　隔壁法とその実際     
 6　シリコーンガイドの製作と使い方   
 7　接着操作の各ステップにおける役割   
 8　フロアブルとペーストタイプの使い分けのポイント
 9　レイヤリングテクニックをマスターするために 
10　咬合面形態付与のポイント   
11　形態修正と研磨の留意点    

Chapter Ⅲ  症例別コンポジットレジン修復の実際
─何を診て，どのように行うか
攻略の鍵
Case 1　歯頚部欠損窩洞（Ⅴ級窩洞）
Case 2　Ⅲ級窩洞
Case 3　Ⅳ級窩洞
Case 4　破折歯
Case 5　臼歯の狭小窩洞～中間窩洞（Ⅰ級窩洞）
Case 6　臼歯部のⅡ級窩洞　1
 ─隣接面の解剖学的形態が保存されている（不顕性齲蝕）─
Case 7　臼歯部のⅡ級窩洞　2
 ─接触点が崩壊している（メタルインレーの再修復など）─
Case 8　離開歯への修復
Case 9　ダイレクトラミネートベニア修復 

Chapter Ⅳ  これで解決！
日常臨床の疑問にエキスパートが答える
コンポジットレジン修復Ｑ＆Ａ
 　　
接着・被着面についての疑問
Ｑ 1　ラバーダム防湿が必要な症例は？
Ｑ 2　齲蝕反応象牙質への接着の留意事項は？
Ｑ 3　セレクティブエッチングが必要な症例は？ 
Ｑ 4　シングルステップセルフエッチシステムの臨床使用の勘所は？

臨床操作における疑問
Ｑ 5　遊離エナメル質はどこまで残すか？
Ｑ 6　コンポジットレジンの使い分けは必要？ 
Ｑ 7　明度のコントロールとは？ 
Ｑ 8　ステイン（ティント）の使用法は？ 
Ｑ 9　前歯の解剖学的形態のポイントは？ 
Ｑ10　臼歯の解剖学的形態のポイントは？ 
Ｑ11　光強度は高ければいいの？ 
Ｑ12　エマージェンスプロファイルの付与は？ 

症例ごとの疑問
Ｑ13　術後疼痛の予防法は？ 
Ｑ14　確実な楔状欠損の修復法を教えてください 
Ｑ15　グラスアイオノマーセメントの臨床的利点は？ 
Ｑ16　コンポジットレジン修復の寿命は？ 
Ｑ17　コンポジットレジン修復の再修復と補修修復の基準は？ 
Ｑ18　補修修復の接着操作における留意事項は？ 
Ｑ19　再修復にあたっての考慮事項は？

わかる！できる！コンポジットレジン修復別冊


